
ROV（無人潜水探査機）を潜行させ礁体にワイヤーを取付けます。

さらに潜行させ、切断位置(水深50ｍ以深）をシンカーの真上で

モニターにて水深を確認します。その後、ROVに備え付けた特殊

油圧切断機を使用して、係留索を切断します。

室戸沿岸の10基についてはシンカーの元から切断します。

作業船に備えたウインチで礁体と

係留索を回収します。

１日に2基～4基を回収します。

高知港帰港後、陸揚げをします。

作業基地港

停泊・陸揚（高知港）

作業基地港

停泊（あしずり港）

足摺岬沖合 Ｎ=３基（１１月初旬回収予定）

室戸沿岸 Ｎ=10基（足摺岬沖合回収後随時回収）

室戸岬沖合 Ｎ=4基 （〃）

安芸沖合 Ｎ=3基 （〃）

中芸沖合 Ｎ=4基 （〃）

高知沖合 Ｎ=4基 （〃）

合計 Ｎ=28基


